
【ASTRIDの仕様】 
 ■電気出力：６０万ｋW 
 ■タンク型ナトリウム冷却高速炉 
 
【主な特徴】 
 ■長寿命核種の核変換が可能な炉心 
 ■シビアアクシデント対応（コアキャッチャー等） 
 ■多様化された炉心冷却系 
 ■発電系にガスタービンを採用 
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【スケジュール】 

概念設計の
実施を決定 

2010～2012年：設計の事前検討   
2013～2015年：概念設計       
2016～2019年：基本設計   
2019年：建設判断 
2020～2025年頃：詳細設計・建設 
2025年頃     ：運転開始 

１．仏国の放射性廃棄物等管理計画法に基づく、第４世代ナトリウム冷却高速炉の実証炉。以下の実
証を目的とする。 

  ①革新技術の採用による第４世代炉としての高い安全性・信頼性の実現 
  ②長寿命核種の効率的な燃焼（核変換）による放射性廃棄物の減容・有害度低減 
２．2014年5月、安倍総理訪仏の際に、研究を実施する主体や協力期間、意思決定の枠組みなどを

規定する取決めに署名した。 
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